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は
じ
め
に

　
本
『
北
の
丸
』
誌
上
で
は
、
第
四
三
号
か
ら
第
四
六
号
ま
で
、
経
済
産
業
省
、
文
部

科
学
省
、
農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省
、
内
閣
法
制
局
、
総
務
省
の
各
行
政
機
関
か
ら

当
館
に
移
管
さ
れ
た
文
書
の
特
徴
や
そ
の
概
要
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
文
書
管
理

規
程
の
変
遷
や
文
書
の
内
容
、
文
書
群
の
構
造
等
を
様
々
な
観
点
か
ら
検
討
し
、
そ
の

成
果
を
掲
載
し
て
き
た

（
（
（

。
本
稿
は
、
そ
れ
ら
に
続
く
も
の
と
し
て
、
人
事
院
に
お
け
る

文
書
管
理
と
当
館
へ
の
文
書
移
管
実
績
と
の
関
係
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
事
院

移
管
文
書
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
移
管
さ
れ
た
文
書
群
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
文
書
群
の
母
体
と

な
っ
た
組
織
の
組
織
構
造
や
業
務
内
容
、
文
書
管
理
方
法
等
か
ら
、
移
管
さ
れ
な
か
っ

た
文
書
も
含
め
た
文
書
群
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
中
に
個
々
の
移
管
文
書
を

位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
第
一
章
で
は
、
人
事
院
の
組
織
構
造
と
文
書

管
理
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
事
院
で
作
成
・
取
得
、
保
存
・
管
理

さ
れ
た
文
書
群
が
ど
の
よ
う
な
構
造
を
有
し
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
。第
二
章
で
は
、

第
一
章
で
明
ら
か
に
し
た
文
書
群
の
構
造
の
中
に
移
管
文
書
を
位
置
づ
け
て
い
く
こ
と

で
、
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
な
お
、
人
事
院
の
文
書
管
理
及
び
当
館
へ
の
文
書
移
管
実
績
の
変
遷
は
、
大
き
く
三

つ
の
時
期
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
は
、
人
事
院
発
足
か
ら
情
報
公
開

法
施
行
ま
で
の
時
期
（
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
か
ら
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
））、

第
二
は
、
情
報
公
開
法
施
行
後
か
ら
公
文
書
管
理
法
施
行
ま
で
の
時
期
（
平
成
十
三
年

か
ら
二
十
二
年
）、
第
三
は
、
公
文
書
管
理
法
施
行
後
か
ら
現
在
ま
で
の
時
期
（
平
成

二
十
三
年
か
ら
現
在
）
で
あ
る
。
以
後
本
稿
で
は
、
各
時
期
を
第
一
期
、
第
二
期
、
第

三
期
と
表
現
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
第
一
章
　
人
事
院
の
組
織
構
造
と
文
書
管
理

　
本
章
で
は
、
人
事
院
の
組
織
構
造
及
び
文
書
管
理
規
則
で
規
定
さ
れ
て
い
る
分
類
方

法
に
着
目
し
、
人
事
院
で
作
成
・
取
得
、
保
存
・
管
理
さ
れ
た
文
書
群
が
ど
の
よ
う
な

構
造
を
有
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
　
第
一
節
　
事
務
総
局
組
織
の
変
遷

　
人
事
院
は
、
国
家
公
務
員
法
に
基
づ
き
、
人
事
行
政
に
関
す
る
公
正
の
確
保
及
び
国

家
公
務
員
の
利
益
の
保
護
等
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
中
立
・
第
三
者
機
関
と
し

て
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
主
な
業
務
は
、
給
与
そ
の
他
の
勤
務
条
件
の
改
善
及
び
人

事
行
政
の
改
善
に
関
す
る
勧
告
、
採
用
試
験
、
任
免
、
給
与
、
研
修
の
計
画
の
樹
立
及

び
実
施
並
び
に
当
該
研
修
に
係
る
調
査
研
究
、
分
限
、
懲
戒
、
苦
情
の
処
理
、
職
務
に

人
事
院
移
管
文
書
の
基
本
的
性
格
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係
る
倫
理
の
保
持
そ
の
他
職
員
に
関
す
る
人
事
行
政
の
公
正
の
確
保
及
び
職
員
の
利
益

の
保
護
等
に
関
す
る
事
務
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

（
（
（

。

　
人
事
院
に
は
、
そ
の
事
務
部
門
と
し
て
事
務
総
局
が
置
か
れ
て
い
る

（
（
（

。
人
事
院
で
作

成
・
取
得
、
保
存
・
管
理
さ
れ
た
文
書
群
と
い
う
場
合
、
そ
の
主
体
は
こ
の
事
務
総
局

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
人
事
院
事
務
総
局
組
織
の
変
遷
を
概
観
す
る
こ
と

と
し
た
い
（
（
（

。

　
人
事
院
は
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
十
二
月
三
日
に
発
足
し
た
が
、
そ
の
事
務

総
局
組
織
は
、
昭
和
二
十
四
年
八
月
十
八
日
制
定
の
人
事
院
規
則
二
―
三
に
よ
り
一
室

（
事
務
総
長
室
）
九
局
（
管
理
局
、
法
制
局
、
任
用
局
、
給
与
局
、
公
平
局
、
能
率
局
、

調
査
局
、
広
報
局
、
人
事
局
）
八
地
方
事
務
所
と
さ
れ
た
。

　
昭
和
二
十
七
年
八
月
七
日
に
は
、
人
事
院
規
則
二
―
三
の
改
正
に
よ
り
、
能
率
局
、

調
査
局
、
広
報
局
が
統
合
さ
れ
職
員
局
に
な
っ
た
ほ
か
、
人
事
局
が
管
理
局
に
統
合
さ

れ
管
理
局
人
事
課
と
な
る
な
ど
の
組
織
改
正
が
行
わ
れ
、
事
務
総
局
組
織
は
六
局
（
管

理
局
、
法
制
局
、
任
用
局
、
給
与
局
、
公
平
局
、
職
員
局
）
八
地
方
事
務
所
一
審
議
室

三
委
員
会
と
な
っ
た
。

　
二
度
目
の
組
織
改
正
は
、
人
事
院
規
則
二
―
三
の
改
正
に
よ
り
昭
和
二
十
八
年
四
月

一
日
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
に
は
、
法
制
局
が
管
理
局
に
統
合
さ
れ
管
理
局
法
制
課
と

な
り
、
事
務
総
局
組
織
は
五
局
（
管
理
局
、
任
用
局
、
給
与
局
、
公
平
局
、
職
員
局
）

八
地
方
事
務
所
一
審
議
室
三
委
員
会
と
な
っ
た
。
こ
の
五
局
体
制
と
な
っ
て
以
後
、
人

事
院
事
務
総
局
組
織
は
大
き
な
変
化
を
見
せ
る
こ
と
な
く
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）

に
至
る
こ
と
と
な
る
。

　
平
成
十
三
年
に
な
る
と
、
人
事
院
規
則
二
―
三
の
全
部
改
正
（
平
成
十
二
年
十
月

二
十
四
日
制
定
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
施
行
）
に
よ
る
組
織
改
正
が
行
わ
れ
た
。
こ

れ
ま
で
の
管
理
局
が
総
務
局
、
任
用
局
が
人
材
局
、
給
与
局
が
勤
務
条
件
局
、
公
平
局

が
公
平
審
査
局
へ
と
名
称
変
更
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
職
員
局
が
廃
止
さ
れ
、
そ
の
業
務

が
総
務
局
、
勤
務
条
件
局
、
公
平
審
査
局
に
吸
収
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
事
務
総
局
組

織
は
四
局
（
総
務
局
、
人
材
局
、
勤
務
条
件
局
、
公
平
審
査
局
）
八
地
方
事
務
局
三
委

員
会
と
な
っ
た
。

　
現
在
の
事
務
総
局
組
織
は
、
平
成
十
六
年
の
人
事
院
規
則
二
―
三
の
全
部
改
正
（
平

成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
制
定
、
四
月
一
日
施
行
）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
新
た
に

職
員
福
祉
局
が
設
置
さ
れ
、
平
成
十
三
年
に
廃
止
さ
れ
た
職
員
局
の
業
務
が
引
き
継
が

れ
る
な
ど
の
組
織
改
正
が
行
わ
れ
、
現
在
は
五
課
（
旧
総
務
局
に
該
当
）
四
局
（
人
材

局
、
給
与
局
、
公
平
審
査
局
、
職
員
福
祉
局
）
八
地
方
事
務
局
三
委
員
会
の
体
制
と
な
っ

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
人
事
院
事
務
総
局
組
織
は
、
業
務
の
統
合
、
引
継
ぎ
等
に
よ
る
局
構

成
の
変
化
を
経
験
し
て
い
る
。
一
方
で
、
こ
の
間
、
人
事
院
の
業
務
を
規
定
し
て
い
る

国
家
公
務
員
法
第
三
条
第
二
項
に
大
き
な
改
正
は
な
く
、
人
事
院
規
則
二
―
三
に
お
い

て
規
定
さ
れ
て
い
る
事
務
分
掌
の
各
項
目
に
も
大
き
な
変
化
が
な
い
こ
と
か
ら
、
基
本

的
な
業
務
内
容
は
大
き
な
変
化
を
見
せ
る
こ
と
な
く
推
移
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
第
二
節
　
文
書
管
理
規
程
の
変
遷

　
文
書
群
の
構
造
を
規
定
す
る
諸
要
素
の
多
く
は
、
文
書
管
理
規
程
に
よ
っ
て
定
め
ら

れ
て
い
る
。
本
節
で
は
、
特
に
文
書
の
分
類
方
法
に
注
目
し
て
人
事
院
発
足
以
降
の
文

書
管
理
規
程
の
変
遷
を
辿
る
こ
と
に
よ
り
、そ
れ
ら
諸
要
素
の
変
化
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
　
一
　
第
一
期
（
情
報
公
開
法
施
行
前
）

　
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
の
人
事
院
発
足
か
ら
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
の

時
期
の
文
書
管
理
を
定
め
た
規
程
類
は
、
管
見
の
限
り
、
次
の
三
つ
が
確
認
で
き
る
。
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五

　
　
・「
課
内
文
書
取
扱
手
続
」（
昭
和
二
十
五
年
十
月

（
（
（

）

　
　
・「
文
書
取
扱
手
続
」（
昭
和
二
十
五
年
十
二
月
二
十
二
日
事
務
総
長
通
知
、
昭
和

　
　
　
二
十
六
年
一
月
一
日
施
行

（
（
（

）

　
　
・「
文
書
取
扱
規
程
」（
昭
和
二
十
八
年
八
月
二
十
七
日
事
務
総
長
達
乙
第
一
六
号
、

　
　
　
昭
和
二
十
八
年
九
月
一
日
施
行

（
（
（

）

　「
課
内
文
書
取
扱
手
続
」（
昭
和
二
十
五
年
十
月
）
は
、
事
務
総
長
室
・
各
局
課
及
び

各
地
方
事
務
所
内
の
文
書
取
扱
手
続
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
文
書
の
収
受
・
発
送
、

分
類
保
管
等
に
関
す
る
規
定
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
完
結
文
書
は
「
文
書
分
類
番

号
表
」
に
従
っ
て
分
類
保
管
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
各
種
資
料

（
（
（

』
に
は
、「
課
内
文
書
取
扱
手
続
」
と
「
文
書
分

類
番
号
表
（
暫
定
案
）」
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
解
説
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
こ
の
分
類
表
は
、
課
内
文
書
取
扱
手
続
の
実
施
に
あ
た
り
、
各
局
課
の
文
書
の
分
類
を
統

一
す
る
た
め
、
暫
定
的
基
準
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
分
類
は
、
十
進
分
類
に
な
っ
て
い
て
、

さ
ら
に
展
開
す
る
必
要
の
あ
る
部
門
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
れ
ら
は
各
局
課
と
協
力

の
う
え
、
増
補
し
完
成
し
て
ゆ
き
た
い
。

　
残
念
な
が
ら
「
文
書
分
類
番
号
表
」
の
完
成
版
は
発
見
で
き
て
い
な
い
が
、
人
事
院

に
お
い
て
は
、
文
書
の
分
類
に
あ
た
っ
て
十
進
分
類
を
採
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
局
や
課
の
組
織
構
造
は
「
主
分
類
に
対
し
局
課
別
の
区
分
を

し
よ
う
と
す
る
場
合
」
に
使
用
す
る
補
助
分
類
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
組
織
構
造

に
と
ら
わ
れ
ず
に
業
務
内
容
に
基
づ
い
て
文
書
を
分
類
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。「
文
書
分
類
番
号
表
（
暫
定
案
）」（
昭
和
二
十
五
年
十
月
）
を
ま
と
め
る
と
、

表
１
の
よ
う
に
な
る
。

　
昭
和
二
十
五
年
に
定
め
ら
れ
た
規
程
と
し
て
は
、こ
の
ほ
か
に「
文
書
取
扱
手
続
」（
昭

和
二
十
五
年
十
二
月
二
十
二
日
事
務
総
長
通
知
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
文
書
取
扱
手
続

の
う
ち
、「
総
則
」、「
収
受
」、「
発
送
」
お
よ
び
「
起
案
・
合
議
・
決
裁
・
回
覧
」
の

手
続
を
定
め
た
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
主
に
文
書
管
理
担
当
課
で
あ
る
管
理
局
内
務
課

と
各
局
課
と
の
間
で
の
手
続
に
関
す
る
事
項
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
文
書
の
整
理
・

保
存
に
関
す
る
規
定
は
含
ま
れ
て
い
な
い

（
（
（

。

　
昭
和
二
十
八
年
に
な
る
と
、「
文
書
取
扱
手
続
」（
昭
和
二
十
五
年
十
二
月
二
十
二

日
事
務
総
長
通
知
）
の
全
部
改
正
に
よ
り
「
文
書
取
扱
規
程
」（
昭
和
二
十
八
年
八
月

二
十
七
日
事
務
総
長
達
乙
第
一
六
号
）
が
制
定
さ
れ
た
。
昭
和
二
十
八
年
以
降
、
平
成

十
二
年
ま
で
の
長
期
に
わ
た
る
人
事
院
の
文
書
管
理
は
、
こ
の
「
文
書
取
扱
規
程
」
に

基
づ
き
実
施
さ
れ
た
。

　
　
二
　
第
二
期
（
情
報
公
開
法
施
行
後
、
公
文
書
管
理
法
施
行
前
）

　
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
の
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
い
、
各
行
政
機
関
の
文
書
管
理
規
程
は
一
新
さ
れ
、
そ
の
運
用
は
「
行
政

文
書
の
管
理
方
策
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
平
成
十
二
年
二
月
二
十
五
日
各
省
庁

事
務
連
絡
会
議
申
合
せ

（
（（
（

）に
沿
っ
て
行
う
も
の
と
さ
れ
た
。
人
事
院
も
例
外
で
は
な
く
、

「
文
書
取
扱
規
程
」（
昭
和
二
十
八
年
八
月
二
十
七
日
事
務
総
長
達
乙
第
一
六
号
）
が
廃

止
さ
れ
、「
人
事
院
行
政
文
書
管
理
規
程
」（
平
成
十
三
年
三
月
五
日
事
務
総
長
達
甲
第

一
号
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
施
行

（
（（
（

）
が
制
定
さ
れ
た
。

　
そ
の
第
三
五
条
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

第
３
５
条
　
総
括
文
書
管
理
者
は
、
各
課
の
事
務
の
性
質
、
内
容
等
に
応
じ
た
系
統
的
な
行

政
文
書
の
分
類
の
基
準
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
分
類
の
基
準
は
、
大
分
類
、
中
分
類
及
び
小
分
類
か
ら
成
る
階
層
構
造
に
よ
る

も
の
と
し
、
別
表
７
（
以
下
「
行
政
文
書
分
類
基
準
」
と
い
う
。）
の
と
お
り
と
す
る
。
　

３
　
第
１
項
の
分
類
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
毎
年
４
月
に
見
直
し
を
行
い
、
必
要
と
認
め
る

場
合
に
は
そ
の
改
定
を
行
う
も
の
と
す
る
。
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【表１】文書分類番号表（昭和 25年 10 月）

※「0 部門総記」は、一般的なものでその他の各部門に入らないものを入れる。
※「0 部門総記」は、他の部門の分類番号とダッシュでつないで補助分類とすることができる。
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大
分
類
・
中
分
類
・
小
分
類
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
「
行
政
文
書
分
類
基
準
」
に
よ
っ

て
文
書
が
整
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
設
定
の
仕
方
を
見
て
み
る
と
、
部

局
に
基
づ
い
て
大
分
類
を
、
課
に
基
づ
い
て
中
分
類
を
、
業
務
内
容
に
基
づ
い
て
小
分

類
を
設
定
す
る
、
と
い
っ
た
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
人
材
局
の
場
合
、
大
分
類

は
「
人
材
局
」、
中
分
類
は
「
企
画
課
」「
試
験
課
」「
研
修
調
整
課
」「
研
修
指
導
課
」

「
試
験
専
門
官
室
」
と
な
っ
て
お
り
、中
分
類
「
企
画
課
」
の
下
に
は
「
任
用
制
度
」「
分

限
関
係
」「
国
際
機
関
等
派
遣
関
係
」「
任
用
計
画
」「
選
考
採
用
審
査
・
認
定
関
係
」「
上

級
官
職
審
査
・
選
考
関
係
」「
募
集
対
策
」
等
の
小
分
類
が
設
定
さ
れ
て
い
た
。

　「
行
政
文
書
分
類
基
準
」
に
基
づ
い
た
文
書
の
分
類
は
、
組
織
構
造
を
前
提
と
し
て

お
り
、
第
一
期
に
見
ら
れ
る
組
織
に
は
と
ら
わ
れ
ず
に
業
務
内
容
に
基
づ
い
て
定
め
ら

れ
た
文
書
の
分
類
と
は
、
全
く
性
格
を
異
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
三
　
第
三
期
（
公
文
書
管
理
法
施
行
後
）

　
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
の
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

「
行
政
文
書
の
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
内
閣
総
理

大
臣
決
定

（
（（
（

）
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
各
行
政
機
関
の
文
書
管
理
規
程
は
再
び

一
新
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。人
事
院
で
も
新
た
な「
人
事
院
行
政
文
書
管
理
規
程
」（
平

成
二
十
三
年
四
月
一
日
事
務
総
長
達
甲
第
二
号

（
（（
（

）
が
制
定
さ
れ
た
。

　
そ
の
第
一
二
条
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

第
１
２
条
　
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
は
、
人
事
院
の
事
務
及
び
事
業
の
性
質
、
内
容
等
に
応

じ
て
系
統
的
に
分
類
（
別
表
第
１
（
筆
者
注
・
行
政
文
書
の
類
型
ご
と
に
文
書
の
具
体
例

及
び
保
存
期
間
を
示
し
た
保
存
期
間
基
準
）
に
掲
げ
ら
れ
た
業
務
に
つ
い
て
は
、
同
表
を

参
酌
し
て
分
類
）
し
、
分
か
り
や
す
い
名
称
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、「
行
政
文
書
の
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
は
、
行
政
文
書
の
分
類

に
つ
い
て
、
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
の
記
載
方
法
の
項
目
に
お
い
て
、
次
の
よ
う

な
留
意
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

○
　「
分
類
」
は
、
所
在
検
索
の
手
掛
か
り
に
す
る
た
め
、
大
分
類
、
中
分
類
、
小
分
類
の

三
段
階
の
階
層
構
造
と
す
る
。
小
分
類
は
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
の
名
称
と
し
、「
名
称
」

欄
に
当
該
名
称
を
記
載
す
る
。
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
の
名
称
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
当

該
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
の
内
容
を
端
的
に
示
す
よ
う
な
、分
か
り
や
す
い
名
称
と
す
る
。 

○
　
部
局
名
等
の
組
織
名
は
管
理
者
欄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
分
類
欄
が
効
果
的

な
所
在
検
索
の
手
掛
か
り
と
な
る
よ
う
、
分
類
名
が
組
織
名
と
重
複
し
な
い
よ
う
留
意
す

る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
第
三
期
の
行
政
文
書
の
分
類
は
、
業
務
内
容
に
基
づ
く
三
段
階
の
階

層
構
造
と
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
　
第
三
節
　
人
事
院
文
書
の
構
造

　
本
章
で
概
観
し
た
人
事
院
の
事
務
総
局
組
織
の
変
遷
と
文
書
管
理
規
程
の
変
遷
を
ま

と
め
る
と
、
表
２
の
よ
う
に
な
る
。

　
本
章
第
二
節
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
第
一
期
（
情
報
公
開
法
施
行
前
）
の
初
頭
、
人

事
院
発
足
直
後
の
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
に
は
、「
文
書
分
類
番
号
表
」
に
従
っ

て
文
書
を
分
類
保
管
す
る
こ
と
が
模
索
さ
れ
て
い
た
。「
文
書
分
類
番
号
表
」
は
組
織

に
は
と
ら
わ
れ
ず
に
業
務
内
容
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
ほ
ど
な
く
し
て
制
定

さ
れ
た「
文
書
取
扱
規
程
」（
昭
和
二
十
八
年
八
月
二
十
七
日
事
務
総
長
達
乙
第
一
六
号
）

で
も
同
様
の
分
類
方
法
を
採
用
し
て
い
た
と
推
定
す
る
と
、
第
一
期
の
人
事
院
の
文
書

群
は
、
業
務
内
容
に
規
定
さ
れ
た
構
造
を
有
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
転
し
て
、
第
二
期
（
情
報
公
開
法
施
行
後
、
公
文
書
管
理
法
施
行
前
）
の

行
政
文
書
の
分
類
方
法
は
大
分
類
・
中
分
類
・
小
分
類
の
階
層
構
造
に
よ
る
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規
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年
十
月
）に
移
管
文
書
を
位
置
づ
け
て
い
く
こ
と
で
、そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。「
文

書
分
類
番
号
表
」
の
大
分
類
及
び
中
分
類
に
移
管
文
書
を
あ
て
は
め
る
と
、
表
３
の
よ

う
に
な
る
。

　
　
第
一
節
　
文
書
分
類
別
の
移
管
実
績

　
本
稿
で
分
析
対
象
と
し
た
人
事
院
移
管
文
書
の
概
要
は
、
次
の
通
り
で
あ
る

（
（（
（

。

　
簿
冊
数
は
、
一
万
三
一
六
五
冊
で
、
作
成
年
代
は
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）

か
ら
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
に
わ
た
る
。
移
管
年
度
を
見
て
み
る
と
、
昭
和

五
十
二
年
度
に
「
職
務
記
述
書

（
（（
（

」
一
万
一
九
二
三
冊
の
移
管
、昭
和
六
十
二
年
度
に
「
営

利
企
業
就
職
承
認
関
係

（
（（
（

」
九
八
冊
の
移
管
が
あ
っ
た
ほ
か
は
、
平
成
十
三
年
度
以
降
の

移
管
で
あ
る
。
平
成
十
三
年
度
以
降
に
移
管
さ
れ
た
文
書
は
一
一
四
四
冊
で
あ
り
、
毎

年
数
十
か
ら
百
数
十
冊
程
度
が
移
管
さ
れ
て
い
る
。

　
表
３
で
文
書
分
類
ご
と
に
移
管
実
績
を
見
て
い
く
と
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
全
体
的
に
規
則
・
規
程
類
の
制
定
・
改
廃
関
係
、
調
査
報
告
書
、
年
次

報
告
書
の
移
管
が
多
く
、
特
に
「
０
０
０
総
記
」
に
分
類
さ
れ
る
文
書
の
移
管
が
充
実

し
て
い
る
。
人
事
院
が
所
管
す
る
業
務
全
般
に
広
く
関
連
す
る
文
書
が
移
管
さ
れ
て
い

る
と
い
え
よ
う
。
一
方
で
、
個
別
の
制
度
に
関
し
て
は
、
移
管
実
績
が
あ
る
分
野
と
そ

う
で
な
い
分
野
が
は
っ
き
り
分
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
３
０
０
給
与
」に
つ
い
て
は
、

「
３
１
０
給
与
準
則
」
に
該
当
す
る
文
書
が
全
般
的
に
移
管
さ
れ
て
い
る
が
、「
２
０
０

職
階
制
」
に
つ
い
て
は
、
移
管
実
績
は
「
２
１
０
政
府
機
関
の
機
構
」
に
該
当
す
る
行

政
組
織
機
構
図
、「
２
２
０
官
職
」
に
該
当
す
る
職
務
記
述
書
に
限
ら
れ
て
お
り
、
そ

れ
以
外
の
職
階
制
度
の
検
討
に
関
す
る
文
書
の
移
管
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、「
１
０
０

任
用
」
に
つ
い
て
も
、
試
験
に
関
す
る
文
書
の
み
が
移
管
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
の
任

免
・
分
限
制
度
に
関
す
る
文
書
の
移
管
は
見
ら
れ
な
い
。

「
行
政
文
書
分
類
基
準
」
に
基
づ
い
た
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
「
行
政
文
書
分
類
基
準
」

は
組
織
構
造
を
前
提
と
し
て
お
り
、
文
書
群
の
構
造
も
組
織
構
造
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
三
期
（
公
文
書
管
理
法
施
行
後
）
に
は
、
業
務
内
容
に
基
づ
く
階
層
構
造
の
分
類

を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
、「
人
事
院
行
政
文
書
管
理
規
程
」（
平
成
二
十
三

年
四
月
一
日
事
務
総
長
達
甲
第
二
号
）
の
別
表
第
一
に
見
る
よ
う
に
、
業
務
プ
ロ
セ
ス

に
従
っ
た
文
書
の
類
型
化
が
行
わ
れ
て
お
り
、
第
二
期
の
分
類
と
は
性
格
の
異
な
る
も

の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
文
書
の
作
成
・
取
得
、
保
存
・
管
理
の
主
体
で
あ
る
事
務
総
局
組
織
の

変
遷
と
文
書
管
理
規
程
の
変
遷
に
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
表
２

に
見
る
よ
う
に
、
文
書
管
理
規
程
の
切
り
替
え
の
時
期
は
、
組
織
構
造
の
変
化
す
る
時

期
と
合
致
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
第
二
期
の
期
間
は
、
組
織
構
造
に
基
づ
い

た
文
書
分
類
が
行
わ
れ
て
お
り
、
当
該
時
期
の
文
書
群
構
造
を
考
え
る
際
に
は
事
務
総

局
の
組
織
構
造
の
把
握
が
不
可
欠
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
、
局
構

成
の
変
化
は
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
な
業
務
内
容
に
は
大
き
な
変
化
を
見
せ
る
こ
と
な

く
推
移
し
て
い
る
こ
と
は
、
本
章
第
一
節
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

　
第
一
期
に
お
い
て
「
文
書
分
類
番
号
表
」
に
基
づ
き
業
務
内
容
に
従
っ
た
分
類
を
行

お
う
と
し
て
い
た
こ
と
、
組
織
構
造
に
変
化
が
あ
っ
て
も
基
本
的
な
業
務
内
容
に
大
き

な
変
化
が
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
業
務
に
即
し
た
文
書
群
構
造
と
し
て

捉
え
る
こ
と
に
よ
り
、
人
事
院
発
足
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
文
書
群
を
一
体
と
し
て

分
析
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
第
二
章
　
人
事
院
移
管
文
書
の
特
徴

　
本
章
で
は
、
第
一
章
で
紹
介
し
た
「
文
書
分
類
番
号
表
（
暫
定
案
）」（
昭
和
二
十
五
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こ
の
よ
う
に
、
人
事
院
か
ら
移
管
さ
れ
た
文
書
に
は
、「
０
０
０
総
記
」
に
分
類
さ

れ
る
よ
う
な
人
事
院
が
所
管
す
る
業
務
全
般
に
広
く
関
連
す
る
文
書
に
つ
い
て
は
多
く

の
移
管
実
績
が
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
個
別
の
制
度
に
関
す
る
文
書
に
目
を
向
け
る

と
、
特
定
の
制
度
の
特
定
の
類
型
の
文
書
が
ま
と
ま
っ
て
移
管
さ
れ
て
く
る
と
い
っ
た

特
徴
を
有
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
　
第
二
節
　
移
管
基
準
の
変
遷
と
移
管
実
績

　
表
３
で
移
管
年
度
別
の
移
管
実
績
を
見
る
と
、
人
事
院
移
管
文
書
は
、
移
管
年
度
に

よ
っ
て
そ
の
特
徴
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
平
成
十
二
年
度
以
前
と
平

成
十
三
年
度
以
降
で
差
異
が
著
し
く
、
平
成
十
三
年
度
以
降
に
継
続
的
な
移
管
が
始

ま
っ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
に
は
、
国
立
公
文
書
館
へ
の
公
文
書
の
移
管
基
準
が
大
き
く

影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
移
管
文
書
を
移
管
当
時
の
移
管
基
準

と
照
ら
し
合
わ
せ
て
整
理
す
る
こ
と
で
、
国
立
公
文
書
館
へ
の
文
書
移
管
の
実
態
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
と
す
る

（
（（
（

。

　
　
一
　
第
一
期
（
情
報
公
開
法
施
行
前
）

　
前
述
の
通
り
、
平
成
十
二
年
度
以
前
の
人
事
院
か
ら
の
移
管
実
績
は
、
昭
和
五
十
二

年
度
の
「
職
務
記
述
書
」
一
万
一
九
二
三
冊
と
昭
和
六
十
二
年
度
の
「
営
利
企
業
就
職

承
認
関
係
」
九
八
冊
の
み
で
あ
る
。

　
ま
ず
、「
職
務
記
述
書
」
が
移
管
さ
れ
た
昭
和
五
十
二
年
度
時
点
で
の
移
管
基
準
を

見
て
み
よ
う
。『
公
文
書
等
の
集
中
管
理
―
保
存
・
公
開
の
た
め
の
移
管
の
重
要
性
に

つ
い
て
―
』（
昭
和
五
十
一
年
三
月

（
（（
（

）
に
よ
る
と
、移
管
対
象
文
書
は
次
の
通
り
で
あ
っ

た
。

※大分類及び中分類は、「文書分類番号表」（昭和 25 年 10 月）のものを使用した。



『
北
の
丸
』
第
47
号
　
人
事
院
移
管
文
書
の
基
本
的
性
格

一
二

①
永
年
保
存
文
書
で
、
作
成
か
ら
十
年
以
上
経
過
し
た
も
の

②
有
期
限
保
存
文
書
で
、
保
存
期
間
を
経
過
し
た
も
の
の
う
ち
、
国
立
公
文
書
館

が
移
管
の
必
要
を
認
め
た
も
の

③
保
存
規
定
に
よ
り
保
存
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
う
ち
、
国
立
公
文

書
館
が
移
管
の
必
要
を
認
め
た
も
の

　「
職
務
記
述
書
」
は
、
そ
の
作
成
年
代
が
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
か
ら
昭
和

二
十
九
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
①
に
該
当
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　「
営
利
企
業
就
職
承
認
関
係
」
が
移
管
さ
れ
た
昭
和
六
十
二
年
度
時
点
で
の
移
管
基

準
は
、「
公
文
書
等
の
国
立
公
文
書
館
へ
の
移
管
及
び
国
立
公
文
書
館
に
お
け
る
公
開

措
置
の
促
進
に
つ
い
て
」（
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
二
十
五
日
連
絡
会
議
申
合
せ

（
（（
（

）
に

記
載
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
移
管
対
象
文
書
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

①
当
該
省
庁
の
文
書
管
理
規
則
等
に
よ
り
「
永
年
保
存
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
も

の
（
移
管
時
期
・
作
成
後
三
十
年
）

②
当
該
省
庁
の
文
書
管
理
規
則
等
に
よ
り
有
期
限
の
保
存
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い

る
も
の
で
、
国
立
公
文
書
館
に
移
管
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
（
移

管
時
期
・
保
存
期
限
の
満
了
後
一
年
）

③
当
該
省
庁
の
文
書
管
理
規
則
等
に
保
存
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
で
、

国
立
公
文
書
館
に
移
管
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
（
移
管
時
期
・
相

当
と
認
め
ら
れ
る
時
期
）

　「
営
利
企
業
就
職
承
認
関
係
」
の
作
成
年
代
が
昭
和
三
十
八
年
か
ら
昭
和
五
十
四
年

で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、②
あ
る
い
は
③
に
該
当
し
て
移
管
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
二
　
第
二
期
（
情
報
公
開
法
施
行
後
、
公
文
書
管
理
法
施
行
前
）

　
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
か
ら
平
成
二
十
二
年
、
す
な
わ
ち
情
報
公
開
法
施
行
後

か
ら
公
文
書
管
理
法
施
行
前
の
時
期
の
国
立
公
文
書
館
へ
の
文
書
移
管
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
三
年
三
月
三
十
日
付
け
の
三
つ
の
決
定
お
よ
び
申
合
せ
に
記
載
が
あ
る
。
そ
の

三
つ
と
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

・「
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
等
の
適
切
な
保
存
の
た
め
に
必
要
な
措
置

に
つ
い
て
」（
平
成
十
三
年
三
月
三
十
日
閣
議
決
定

（
（（
（

）

・「
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
等
の
適
切
な
保
存
の
た
め
に
必
要
な
措
置

に
つ
い
て
（
平
成
十
三
年
三
月
三
十
日
閣
議
決
定
）
の
実
施
に
つ
い
て
」（
平

成
十
三
年
三
月
三
十
日
各
府
省
庁
官
房
長
等
申
合
せ

（
（（
（

）

・「
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
等
の
適
切
な
保
存
の
た
め
に
必
要
な
措
置

に
つ
い
て
（
平
成
十
三
年
三
月
三
十
日
閣
議
決
定
）
等
の
運
用
に
つ
い
て
」（
平

成
十
三
年
三
月
三
十
日
各
府
省
庁
文
書
課
長
等
申
合
せ

（
（（
（

）

　
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
平
成
十
三
年
四
月
一
日
よ
り
実
施
さ
れ
た
。移
管
対
象
文
書
は
、

次
の
通
り
で
あ
る
。

①
国
政
上
の
重
要
事
項
等
に
係
る
意
思
決
定
を
行
う
た
め
の
決
裁
文
書

②
国
政
上
の
重
要
事
項
等
に
係
る
意
思
決
定
に
基
づ
く
事
務
及
び
事
業
の
実
績
の

記
録

③
昭
和
二
十
年
ま
で
に
作
成
・
取
得
さ
れ
た
文
書

　
ま
た
、
①
②
に
つ
い
て
は
、
各
府
省
庁
文
書
課
長
等
申
合
せ
の
別
表
（
保
存
機
関
別

に
移
管
基
準
が
設
定
さ
れ
た
も
の
）
が
判
断
の
指
針
と
さ
れ
た
。

　
平
成
十
七
年
六
月
三
十
日
に
は
、
各
府
省
庁
官
房
長
等
申
合
せ
お
よ
び
各
府
省
庁
文

書
課
長
等
申
合
せ
の
改
正
が
行
わ
れ
た

（
（（
（

。
こ
の
結
果
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い
移
管
基
準

が
設
け
ら
れ
、
移
管
対
象
文
書
は
次
の
通
り
と
な
っ
た
。

①
国
政
上
の
重
要
事
項
等
に
係
る
意
思
決
定
を
行
う
た
め
の
決
裁
文
書

②
国
政
上
の
重
要
事
項
等
に
係
る
意
思
決
定
に
基
づ
く
事
務
及
び
事
業
の
実
績
の

記
録



『
北
の
丸
』
第
47
号
　
人
事
院
移
管
文
書
の
基
本
的
性
格

一
三

定
的
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
平
成
十
六
年
度
に
二
五
九
冊
の
文
書
が
移
管
さ

れ
て
以
降
は
、
移
管
さ
れ
る
文
書
の
種
類
も
増
加
し
、
そ
の
多
く
は
平
成
二
十
二
年
度

ま
で
継
続
し
て
同
じ
類
型
の
文
書
が
移
管
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。平
成
十
六
年
度
は
、

人
事
院
事
務
総
局
の
組
織
改
正
が
実
施
さ
れ
た
年
度
で
あ
る
。
組
織
構
造
の
変
化
と
移

管
実
績
の
変
化
が
同
時
期
に
起
こ
っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

　
　
三
　
第
三
期
（
公
文
書
管
理
法
施
行
後
）

　
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
の
公
文
書
管
理
法
施
行
後
の
国
立
公
文
書
館
へ
の
文

書
移
管
は
、「
人
事
院
行
政
文
書
管
理
規
程
」（
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
事
務
総
長
達

第
二
号
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
施
行

（
（（
（

）
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
同
規
程
の

第
一
九
条
で
は
、
別
表
第
２
に
基
づ
き
保
存
期
間
が
満
了
し
た
と
き
の
措
置
を
定
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
別
表
第
２
が
移
管
対
象
文
書
を
判
断
す
る
指

針
と
な
っ
て
い
る
。

③
昭
和
二
十
年
ま
で
に
作
成
・
取
得
さ
れ
た
文
書

④
保
存
期
間
が
三
十
年
以
上
経
過
し
た
文
書

⑤
閣
議
請
議
に
関
す
る
文
書

⑥
事
務
次
官
以
上
の
決
裁
文
書

⑦
広
報
資
料
で
本
府
省
庁
が
保
有
し
て
い
る
も
の

⑧
文
書
閲
覧
制
度
に
基
づ
き
閲
覧
目
録
に
登
載
さ
れ
た
文
書

⑨
予
算
書
、
決
算
書
、
年
次
報
告
書
等
で
毎
年
又
は
隔
年
等
定
期
的
に
作
成
さ
れ

る
文
書

⑩
内
閣
総
理
大
臣
が
指
定
し
た
特
定
の
国
政
上
の
重
要
事
項
等
に
関
し
て
作
成
さ

れ
た
文
書

　
な
お
、
①
②
に
つ
い
て
は
、
全
部
改
正
さ
れ
た
各
府
省
庁
文
書
課
長
等
申
合
せ
の
別

表
（
二
三
の
分
類
区
分
と
そ
れ
に
対
応
す
る
具
体
的
な
文
書
類
型
が
示
さ
れ
た
も
の
）

が
判
断
の
指
針
と
さ
れ
た
。

　
平
成
十
三
年
度
か
ら
平
成
二
十
二
年
度
の
移
管
実
績
に
つ
い
て
、
詳
細
を
見
る
た
め

に
、
平
成
十
七
年
に
改
正
さ
れ
た
各
府
省
庁
文
書
課
長
等
申
合
せ
別
表
の
分
類
区
分
に

各
文
書
を
あ
て
は
め
て
み
る
と
、
表
４
の
よ
う
に
な
る
。

　
移
管
件
数
は
、
省
議
、
局
議
関
係
が
二
五
四
冊
、
所
管
行
政
関
係
が
一
六
三
冊
、
広

報
資
料
が
一
四
六
冊
、
年
次
報
告
書
等
が
六
一
冊
等
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
省

議
、
局
議
関
係
に
は
人
事
院
会
議
議
事
録
、
所
管
行
政
に
関
す
る
文
書
に
は
国
家
公
務

員
試
験
関
係
の
文
書
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
予
算
・
決
算
関
係
、
政
策
評
価

関
係
、
基
本
計
画
等
に
係
る
文
書
の
移
管
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
移
管
計
画
年
度

（
（（
（

と
の
関
係
で
見
て
み
る
と
、平
成
十
三
年
度
か
ら
平
成
十
五
年
度
は
、

衆
議
院
・
参
議
院
予
算
委
員
会
提
出
資
料
と
い
っ
た
国
会
関
係
の
文
書
、
行
政
機
関
組

織
図
、
国
家
公
務
員
研
修
概
況
と
い
っ
た
所
管
行
政
に
関
す
る
文
書
の
移
管
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
り
、
移
管
件
数
も
合
計
で
三
六
冊
と
少
な
く
、
移
管
さ
れ
る
文
書
の
種
類
は
限

【表４】平成 13～ 22 年度の移管実績



『
北
の
丸
』
第
47
号
　
人
事
院
移
管
文
書
の
基
本
的
性
格

一
四

５
の
よ
う
に
な
る
。

　「
１
法
律
の
制
定
又
は
改
廃
」、「
１
４
（
２
）
訓
令
及
び
通
達
の
制
定
又
は
改
廃
」、

と
い
っ
た
規
則
・
規
程
類
の
制
定
・
改
廃
に
関
す
る
文
書
の
移
管
が
最
も
多
い
が
、
公

務
員
制
度
改
革
な
ど
の
総
合
的
な
施
策
に
関
す
る
文
書
が
「
基
本
的
考
え
方
【
Ⅰ
】」

に
該
当
す
る
文
書
と
し
て
移
管
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
公
文
書
管
理
法
施
行
前
は
移
管

実
績
の
な
か
っ
た
予
算
及
び
決
算
に
関
す
る
文
書
の
移
管
が
実
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

ほ
か
、「
２
４
採
用
試
験
に
関
す
る
事
項
」、「
２
６
苦
情
の
処
理
に
関
す
る
事
項
」
と

い
っ
た
人
事
院
独
自
の
業
務
に
関
す
る
文
書
に
つ
い
て
、
別
表
第
２
に
項
目
が
設
け
ら

れ
、
移
管
基
準
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る

（
（（
（

。

　
　
第
三
節
　
公
文
書
管
理
法
施
行
前
後
の
移
管
実
績
の
変
化

　
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
以
降
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
移
管
実
績
に
お
い
て
、
大

き
な
画
期
と
な
っ
た
の
が
、平
成
二
十
三
年
の
公
文
書
管
理
法
施
行
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

本
節
で
は
、
公
文
書
管
理
法
施
行
前
と
施
行
後
の
移
管
実
績
を
比
較
し
、
ど
の
よ
う
な

異
同
が
あ
る
の
か
を
表
３
か
ら
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
一
　
継
続
し
て
移
管
さ
れ
る
文
書

　
ま
ず
、
公
文
書
管
理
法
施
行
に
関
わ
ら
ず
、
継
続
し
て
移
管
さ
れ
て
き
た
文
書
は
、

「
０
０
０
総
記
」に
分
類
さ
れ
る
臨
時
人
事
委
員
会
会
議
議
事
録
、人
事
院
会
議
議
事
録
、

衆
議
院
・
参
議
院
予
算
委
員
会
提
出
資
料
、
年
次
報
告
書
、
広
報
資
料
、「
１
０
０
任
用
」

に
分
類
さ
れ
る
試
験
問
題
、
試
験
施
行
記
録
、
試
験
施
行
要
綱
、
試
験
基
準
、
営
利
企

業
へ
の
就
職
の
承
認
に
関
す
る
年
次
報
告
書
、「
２
０
０
職
階
制
」
に
分
類
さ
れ
る
行

政
機
関
組
織
図
、「
３
０
０
給
与
」
に
分
類
さ
れ
る
給
与
に
関
す
る
規
則
制
定
・
改
廃

　
別
表
第
２
で
は
、
基
本
的
考
え
方
と
し
て
、
次
の
【
Ⅰ
】
～
【
Ⅳ
】
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
文
書
は
、「
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
そ
の
他
の
文
書
」
に
当
た
り
、

保
存
期
間
満
了
後
に
は
独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書
館
に
移
管
す
る
も
の
と
す
る
と
さ

れ
て
い
る
。

【
Ⅰ
】
国
の
機
関
及
び
独
立
行
政
法
人
等
の
組
織
及
び
機
能
並
び
に
政
策
の
検
討
過
程
、決
定
、

実
施
及
び
実
績
に
関
す
る
重
要
な
情
報
が
記
録
さ
れ
た
文
書

【
Ⅱ
】
国
民
の
権
利
及
び
義
務
に
関
す
る
重
要
な
情
報
が
記
録
さ
れ
た
文
書

【
Ⅲ
】
国
民
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
、
自
然
環
境
等
に
関
す
る
重
要
な
情
報
が
記
録
さ
れ
た
文

書

【
Ⅳ
】
国
の
歴
史
、
文
化
、
学
術
、
事
件
等
に
関
す
る
重
要
な
情
報
が
記
録
さ
れ
た
文
書

【表５】平成 23・24 年度保存期間満了文書の移管実績

　
ま
た
、別
表
第
２
に
は
、

具
体
的
な
移
管
・
廃
棄
の

判
断
指
針
と
し
て
、
二
六

の
項
目
と
そ
れ
に
該
当
す

る
文
書
の
保
存
期
間
満
了

時
の
措
置
、
二
六
項
目
に

該
当
し
な
い
場
合
の
判
断

基
準
等
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。

　
平
成
二
十
三
年
度
及
び

平
成
二
十
四
年
度
に
保
存

期
間
が
満
了
し
、
国
立
公

文
書
館
に
移
管
さ
れ
た
文

書
を
別
表
第
２
の
項
目
に

あ
て
は
め
て
み
る
と
、
表
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一
五

が
な
い
こ
と
か
ら
、
移
管
対
象
外
と
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
公
文
書
管
理
法
施
行
後
の
移
管
基
準
で
あ
る
「
人
事
院
行
政
文
書
管
理
規
程
」
別
表

第
２
は
、
公
文
書
管
理
法
施
行
前
の
移
管
基
準
に
比
し
て
詳
細
に
な
っ
て
お
り
、
移
管

対
象
文
書
が
よ
り
明
確
に
判
別
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
公
文
書
管

理
法
施
行
前
は
移
管
実
績
が
あ
っ
た
文
書
が
移
管
対
象
外
と
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

　
　
三
　
公
文
書
管
理
法
施
行
後
に
新
た
に
移
管
さ
れ
た
文
書

　
公
文
書
管
理
法
施
行
後
に
新
た
に
移
管
さ
れ
た
文
書
に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。
表
３
を
見
る
と
、次
の
よ
う
な
文
書
が
主
に
あ
げ
ら
れ
る
。「
０
０
０

総
記
」
の
「
０
３
０
計
画
」
に
分
類
さ
れ
る
公
務
員
制
度
改
革
関
係
（
公
務
員
制
度
改

革
大
綱
の
制
定
過
程
に
関
す
る
文
書
）、「
０
２
０
会
議
、
委
員
会
」
に
分
類
さ
れ
る
総

合
施
策
検
討
委
員
会
関
係
、「
３
０
０
給
与
」
の
「
３
１
０
給
与
準
則
」
に
分
類
さ
れ

る
諸
手
当
通
達
原
議
書
、
国
家
公
務
員
給
与
実
態
調
査
結
果
表
、
定
数
指
令
、
級
別
定

数
表
、
査
定
一
覧
等
、「
６
０
０
服
務
」
に
分
類
さ
れ
る
各
種
の
実
態
調
査
報
告
結
果
、

「
７
０
０
事
務
管
理
」の「
７
５
０
経
理
」に
分
類
さ
れ
る
概
算
要
求
経
緯
、概
算
要
求
書
・

概
算
要
求
説
明
資
料
、
決
算
報
告
書
関
係
な
ど
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
公
文
書
管
理
法
施
行
後
、
公
文
書
管
理
法
施
行
後
の
移
管
基

準
で
あ
る
「
人
事
院
行
政
文
書
管
理
規
程
」（
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
事
務
総
長
達

第
二
号
）
別
表
第
２
の
制
定
に
伴
っ
て
新
た
に
移
管
対
象
と
な
っ
た
文
書
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
。
例
え
ば
、「
０
３
０
計
画
」
に
分
類
さ
れ
る
公
務
員
制
度
改
革
関
係
（
公

務
員
制
度
改
革
大
綱
の
制
定
過
程
に
関
す
る
文
書
）は
、「
人
事
院
行
政
文
書
管
理
規
程
」

別
表
第
２
で
は
２
（
１
）
の
「
５
（
４
）
の
基
本
方
針
・
基
本
計
画
等
」
に
該
当
す
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
文
書
は
、
公
文
書
管
理
法
施
行
前
の
移
管
基
準
で
あ

る
「
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
等
の
適
切
な
保
存
の
た
め
に
必
要
な
措
置
に
つ

関
係
、通
達
関
係
、通
知
関
係
、「
５
０
０
能
率
」に
分
類
さ
れ
る
国
家
公
務
員
研
修
概
況
、

人
事
院
総
裁
賞
、「
７
０
０
事
務
管
理
」
に
分
類
さ
れ
る
機
構
定
員
定
数
等
改
定
要
求

資
料
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
０
０
０
総
記
」
に
分
類
さ
れ
る
よ
う
な
人
事
院

の
業
務
全
般
に
関
わ
る
文
書
や
、
給
与
や
試
験
と
い
っ
た
人
事
院
が
所
管
す
る
特
徴
的

な
業
務
に
関
す
る
文
書
は
継
続
し
て
移
管
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
二
　
公
文
書
管
理
法
施
行
前
に
の
み
移
管
実
績
が
あ
っ
た
文
書

　
次
に
、
公
文
書
管
理
法
施
行
前
に
の
み
移
管
実
績
が
あ
っ
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
文

書
か
見
て
い
く
。「
０
０
０
総
記
」
の
「
０
２
０
会
議
、
委
員
会
」
に
分
類
さ
れ
る
参

与
会
、
公
務
員
問
題
懇
話
会
、
有
識
者
と
の
定
例
懇
談
会
に
関
す
る
文
書
は
、
公
文
書

管
理
法
施
行
後
の
移
管
実
績
が
な
い
。
こ
れ
ら
の
文
書
は
、公
文
書
管
理
法
施
行
前
は
、

「
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
等
の
適
切
な
保
存
の
た
め
に
必
要
な
措
置
に
つ
い

て
（
平
成
十
三
年
三
月
三
十
日
閣
議
決
定
）
の
実
施
に
つ
い
て
」（
平
成
十
三
年
三
月

三
十
日
各
府
省
庁
官
房
長
等
申
合
せ
）
の
別
表
で
移
管
対
象
と
さ
れ
た
「
審
議
会
等
関

係
」
に
該
当
し
た
た
め
、
移
管
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
公
文
書
管
理
法
施
行

後
の
移
管
基
準
で
あ
る
「
人
事
院
行
政
文
書
管
理
規
程
」（
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日

事
務
総
長
達
第
二
号
）
別
表
第
２
を
見
る
と
、２
（
１
）
の
「
２
１
（
２
）
審
議
会
等
」

の
項
目
で
は
、
審
議
会
以
外
の
「
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
等
を
構
成
員
と
す
る
懇
談

会
そ
の
他
の
会
合
に
関
す
る
も
の
」
は
移
管
対
象
外
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
公

文
書
管
理
法
施
行
後
は
、
一
転
し
て
廃
棄
対
象
と
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
同
様
に
、「
０
０
０
総
記
」
の
「
０
９
０
渉
外
」
に
分
類
さ
れ
る
上
級
国
家
行
政
セ

ミ
ナ
ー
、
上
級
人
事
管
理
セ
ミ
ナ
ー
等
（
各
国
の
政
府
機
関
職
員
に
対
す
る
研
修
）
に

関
す
る
文
書
に
つ
い
て
も
、
公
文
書
管
理
法
施
行
前
は
移
管
実
績
が
あ
っ
た
が
、
公
文

書
管
理
法
施
行
後
は
、「
人
事
院
行
政
文
書
管
理
規
程
」
別
表
第
２
に
該
当
す
る
項
目
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い
て
（
平
成
十
三
年
三
月
三
十
日
閣
議
決
定
）
の
実
施
に
つ
い
て
」
別
表
で
も
「
基
本

計
画
等
関
係
」
に
該
当
し
、
移
管
対
象
と
な
り
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、「
０
２
０
会
議
、
委
員
会
」
に
分
類
さ
れ
る
総
合
施
策
検
討
委
員
会
関
係
で

あ
れ
ば
、
公
文
書
管
理
法
施
行
前
の
移
管
基
準
で
は
「
省
議
、
局
議
関
係
」、
公
文
書

管
理
法
施
行
後
の
移
管
基
準
で
は
別
表
第
２
の
２
（
１
）
の
「
７
省
議
の
決
定
又
は

了
解
及
び
そ
の
経
緯
」
の
項
目
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
し
、「
３
１
０
給
与
準
則
」

に
分
類
さ
れ
る
国
家
公
務
員
給
与
実
態
調
査
結
果
表
や
「
６
０
０
服
務
」
に
分
類
さ
れ

る
各
種
の
実
態
調
査
報
告
結
果
で
あ
れ
ば
、
公
文
書
管
理
法
施
行
前
の
移
管
基
準
で
は

「
調
査
・
研
究
関
係
」、
公
文
書
管
理
法
施
行
後
の
移
管
基
準
で
は
別
表
第
２
の
２
（
１
）

の
「
２
３
他
の
行
政
機
関
等
に
対
す
る
調
査
又
は
監
査
に
関
す
る
事
項
」
に
該
当
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
公
文
書
管
理
法
施
行
前
も
移
管
対
象
と
な
り
得
た
が
、
移
管
実
績
が

な
か
っ
た
文
書
の
移
管
が
実
現
し
て
い
る
。
公
文
書
管
理
法
で
は
、
第
五
条
第
五
項
に

お
い
て
、
歴
史
公
文
書
等
に
該
当
す
る
も
の
は
国
立
公
文
書
館
へ
の
移
管
の
措
置
を
定

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
第
八
条
第
一
項
に
お
い
て
は
、
第
五
条
第
五

項
の
規
定
に
よ
り
移
管
の
措
置
が
定
め
ら
れ
た
文
書
は
国
立
公
文
書
館
へ
移
管
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
公
文
書
管
理
法
施
行
前
は
、
文
書
の
移
管
は
各
行
政

機
関
と
の
合
意
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
合
意
が
成
立
し
な
い
限
り
文
書
が
移
管

さ
れ
な
い
と
い
う
仕
組
み
で
あ
っ
た
が
、
公
文
書
管
理
法
施
行
後
は
、
歴
史
公
文
書
等

に
該
当
す
る
文
書
は
全
て
移
管
す
る
仕
組
み
と
な
っ
た

（
（（
（

。
こ
の
こ
と
が
、
公
文
書
管
理

法
施
行
後
の
移
管
実
績
の
変
化
の
一
因
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
お
わ
り
に

　
第
一
章
で
は
、
人
事
院
に
お
け
る
組
織
構
造
と
文
書
管
理
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
に
よ
り
、
人
事
院
で
作
成
・
取
得
、
保
存
・
管
理
さ
れ
た
文
書
群
が
ど
の
よ
う
な

構
造
を
有
し
て
い
る
の
か
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
組
織
構
造
が
変
化
し
て
も
基
本

的
な
業
務
内
容
に
変
化
が
な
い
こ
と
か
ら
、
業
務
に
即
し
た
文
書
群
構
造
と
し
て
捉
え

る
こ
と
に
よ
り
、
人
事
院
発
足
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
文
書
群
を
一
体
と
し
て
分
析

す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
は
な
い
か
と
の
結
論
に
至
っ
た
。
業
務
内
容
が
大
き
く
変
化

し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
組
織
構
造
や
文
書
群
構
造
も
変
化
す
る
他
の
行
政
機
関
の
移
管
文

書
と
の
相
違
点
は
、
こ
の
点
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
第
二
章
で
は
、「
文
書
分
類
番
号
表
（
暫
定
案
）」（
昭
和
二
十
五
年
十
月
）
に
移
管

文
書
を
位
置
づ
け
て
い
く
こ
と
で
、
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
ま

た
、
移
管
基
準
の
変
遷
と
移
管
実
績
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
整
理
し
た
。
そ
の
結
果
、

人
事
院
移
管
文
書
に
は
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　「
文
書
分
類
番
号
表
（
暫
定
案
）」（
昭
和
二
十
五
年
十
月
）
に
移
管
文
書
を
あ
て
は

め
て
見
て
み
る
と
、
規
則
・
規
程
類
の
制
定
・
改
廃
関
係
、
調
査
報
告
書
、
年
次
報
告

書
等
の
文
書
が
多
く
移
管
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
個
別
の
制
度
に
関
す
る
文
書
に
つ
い

て
は
、
移
管
実
績
が
あ
る
分
野
と
そ
う
で
な
い
分
野
が
は
っ
き
り
分
か
れ
る
と
い
う
結

果
に
な
っ
た
。

　
移
管
年
度
ご
と
の
移
管
実
績
か
ら
は
、
毎
年
度
の
継
続
的
な
移
管
は
平
成
十
三
年
度

以
降
に
開
始
さ
れ
た
こ
と
、
平
成
十
六
年
度
を
画
期
と
し
て
移
管
文
書
の
類
型
が
多
様

化
し
、
特
定
の
類
型
の
文
書
を
集
中
し
て
移
管
す
る
方
式
か
ら
、
移
管
基
準
に
基
づ
い

て
様
々
な
類
型
の
文
書
を
移
管
す
る
方
式
へ
転
換
し
て
い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
た
。

ま
た
、
移
管
基
準
と
の
対
応
関
係
か
ら
は
、
平
成
二
十
三
年
の
公
文
書
管
理
法
施
行
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
移
管
文
書
の
種
類
が
さ
ら
に
多
様
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
も
明
ら

か
と
な
っ
た
。

　
以
上
、
本
稿
で
は
、
人
事
院
に
お
け
る
組
織
構
造
と
文
書
管
理
及
び
文
書
の
移
管
基

準
と
当
館
へ
の
文
書
移
管
実
績
と
の
関
係
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
事
院
移
管
文
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書
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
人
事
院
は
、
国
家
公
務
員
法
第
三
条
に

基
づ
き
内
閣
に
設
置
さ
れ
た
行
政
委
員
会
で
あ
り
、
他
か
ら
指
揮
監
督
を
受
け
る
こ
と

な
く
独
立
し
て
職
務
を
行
う
こ
と
に
特
色
が
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
特
色
が
文
書
管
理
や

文
書
移
管
実
績
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
、と
い
っ
た
点
に
関
し
て
は
、

十
分
な
検
討
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
他
の
行
政
機
関
か
ら
の
移
管
文
書
と
の
比
較
に
よ

り
、
今
後
そ
の
よ
う
な
特
徴
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

註（
1
）
拙
稿
「
経
済
産
業
省
（
通
商
産
業
省
）
文
書
の
構
造
と
移
管
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」『
北
の
丸
』

第
四
三
号
（
二
〇
一
一
年
二
月
）、
本
村
慈
「
文
部
省
・
文
部
科
学
省
に
お
け
る
文
書
管
理
と
国

立
公
文
書
館
移
管
文
書
」『
北
の
丸
』
第
四
三
号
（
二
〇
一
一
年
二
月
）、
小
宮
山
敏
和
「
農
林

水
産
省
の
文
書
管
理
と
移
管
文
書
の
特
徴
」『
北
の
丸
』
第
四
四
号
（
二
〇
一
二 

年
一
月
）、
太

田
由
紀
「
意
思
決
定
過
程
を
示
す
文
書
の
作
成
と
移
管
―
国
土
交
通
省
移
管
文
書
・
水
資
源
開

発
基
本
計
画
を
中
心
と
し
て
―
」『
北
の
丸
』
第
四
四
号
（
二
〇
一
二 
年
一
月
）、水
野
京
子
「
内

閣
法
制
局
移
管
文
書
に
つ
い
て
」『
北
の
丸
』
第
四
五
号
（
二
〇
一
三
年
一
月
）、
筧
雅
貴

｢

統

計
調
査
の
企
画
に
関
す
る
文
書
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
昭
和
四
十
五
年
国
勢
調
査
を
事
例
に
―｣

『
北
の
丸
』
第
四
六
号
（
二
〇
一
四
年
一
月
）。

（
2
）
国
家
公
務
員
法
第
三
条
第
二
項
。

（
3
）
国
家
公
務
員
法
第
一
三
条
。

（
4
）
人
事
院
編
『
人
事
行
政
五
十
年
の
歩
み
』（
人
事
院
、一
九
九
八
年
）
及
び
『
行
政
機
構
図
』（
各

年
版
）
を
参
照
し
た
。

（
5
）
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
各
種
資
料
』（
昭
５
７
郵
政00688100

）
所
収
の
「
タ
テ
式
文
書
整

理
の
試
行
に
つ
い
て
（V

ertical filing System

）」。
同
資
料
所
収
の
「
課
内
文
書
取
扱
手
続
」

に
は
「
試
験
的
実
施
案
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
が
、
富
川
清
『
例
解
文
書
実
務
〔
上
巻
〕
文
書

取
扱
手
続
』（
公
務
員
実
務
選
書
Ⅲ
）（
学
陽
書
房
、
一
九
五
四
年
）
に
も
同
文
の
規
程
が
掲
載

さ
れ
て
お
り
、「
試
験
的
実
施
案
」
と
し
て
で
は
な
く
実
際
に
施
行
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
6
）
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
総
理
府
公
文
・
巻
２
・
昭
和
２
６
年
』（
平
１
総00002100

）
所
収
の
「
人

事
院
の
文
書
取
扱
手
続
制
定
に
つ
い
て
・
人
事
院
」。

（
7
）
後
掲
１
１
「
人
事
院
行
政
文
書
管
理
規
程
」（
平
成
十
三
年
三
月
五
日
事
務
総
長
達
甲
第
一
号
）

の
改
廃
履
歴
に
よ
り
存
在
は
確
認
で
き
る
が
、
規
程
の
本
文
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

（
8
）
前
掲
５
。

（
9
）
前
掲
６
。「
総
則
」
に
よ
る
と
、「
収
受
」、「
発
送
」
お
よ
び
「
起
案
・
合
議
・
決
裁
・
回
覧
」

の
ほ
か
に
「
課
内
文
書
取
扱
」、「
文
書
の
作
成
、
書
類
の
書
き
か
た
」、「
文
書
の
保
存
」
の
手

続
が
定
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

（
10
）
行
政
文
書
の
管
理
方
策
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
（
平
成
十
二
年
二
月
二
十
五

日
各
省
庁
事
務
連
絡
会
議
申
合
せ
）、http://w

w
w

8.cao.go.jp/chosei/koubun/kako_

kaigi/kako_guideline.pdf

（
参
照
二
〇
一
四
年
十
二
月
一
日
）。

（
11
）
人
事
院
行
政
文
書
管
理
規
程
（
平
成
十
三
年
三
月
五
日
事
務
総
長
達
甲
第
一
号
）、http://

w
eb

.arch
iv

e.org
/w

eb
/20020613022136/h

ttp
://w

w
w

.jin
ji.g

o.jp
/jy

oh
ok

ou
k
ai/

kitei_00.htm
l

（
参
照
二
〇
一
四
年
十
二
月
一
日
）。
な
お
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
に
同
規
程

の
全
部
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
文
書
の
分
類
に
関
す
る
規
定
は
同
様
の
も
の
と
な
っ
て
い

る
。

（
12
）
行
政
文
書
の
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
内
閣
総
理
大
臣
決

定
）、http://w

w
w

8.cao.go.jp/chosei/koubun/hourei/kanri-gl.pdf

（
参
照
二
〇
一
四

年
十
二
月
一
日
）。

（
13
）
人
事
院
行
政
文
書
管
理
規
程
（
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
事
務
総
長
達
甲
第
二
号
）、

http://w
w

w
.jinji.go.jp/koubunsyokanri/kitei.pdf

（
参
照
二
〇
一
四
年
十
二
月
一
日
）。

（
14
）
本
稿
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
度
ま
で
に
保
存
期
間
が
満
了
し
、
移
管
さ
れ
た
公
文
書

を
分
析
対
象
と
し
た
。



『
北
の
丸
』
第
47
号
　
人
事
院
移
管
文
書
の
基
本
的
性
格

一
八

（
15
）「
職
務
記
述
書
」
と
は
、
職
階
制
立
案
に
当
た
っ
て
の
資
料
で
あ
る
。
職
階
制
は
、
国
家
公

務
員
法
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
採
用
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
制
度
で
あ
る
。
臨
時
人
事
委
員
会
で
は

発
足
当
初
か
ら
、
一
般
職
に
属
す
る
官
職
を
そ
の
職
務
と
責
任
に
基
づ
い
て
実
証
的
に
分
類

整
理
し
、
職
種
・
職
級
を
設
定
す
る
た
め
の
準
備
業
務
を
開
始
し
た
。
当
時
そ
の
官
職
の
数
は

八
〇
万
以
上
に
も
の
ぼ
っ
た
が
、
官
職
の
職
務
と
責
任
を
把
握
す
る
方
法
の
中
心
を
な
し
た
の

が
、
あ
る
が
ま
ま
の
職
務
と
責
任
を
記
述
し
う
る
よ
う
に
作
成
さ
れ
た
職
務
記
述
書
を
職
員
に

配
付
し
て
記
入
を
受
け
る
方
法
で
あ
っ
た
。

（
16
）
人
事
院
は
、
前
年
に
お
い
て
人
事
院
が
行
っ
た
営
利
企
業
へ
の
就
職
の
承
認
の
処
分
に
関
し
、

国
会
及
び
内
閣
に
報
告
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。「
営
利
企
業
就
職
承
認
関
係
」は
、

国
会
及
び
内
閣
に
対
し
て
行
っ
た
報
告
に
係
る
承
認
事
案
の
文
書
で
あ
る
。

（
17
）
移
管
基
準
の
変
遷
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
中
島
康
比
古
・
水
野
京
子
「
国
際
標
準
に
基
づ
く

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
所
蔵
機
関
情
報
記
述
の
試
み
　
―
国
立
公
文
書
館
を
事
例
と
し
て
―
」（『
北
の

丸
』
第
四
六
号
、
二
〇
一
四
年
一
月
）
及
び
拙
稿
「
経
済
産
業
省(

通
商
産
業
省)

文
書
の
構
造

と
移
管
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」（『
北
の
丸
』
第
四
三
号
、
二
〇
〇
九
年
二
月
）
を
参
照
。

（
18
）
国
立
公
文
書
館
『
公
文
書
等
の
集
中
管
理
　
―
保
存
・
公
開
の
た
め
の
移
管
の
重
要
性
に
つ

い
て
―
』（
昭
和
五
十
一
年
三
月
）。

（
19
）
内
閣
府
「
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
等
の
適
切
な
保
存
・
利
用
等
の
た
め
の
研
究

会
（
第
１
回
）
配
付
資
料
」http://w

w
w

8.cao.go.jp/chosei/koubun/kako_kaigi/

kenkyukai/150512/haifu/haifu5-1.pdf

（
参
照
二
〇
一
四
年
十
二
月
一
日
）。

（
20
）「
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
等
の
適
切
な
保
存
の
た
め
に
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
」（
平

成
十
三
年
三
月
三
十
日
閣
議
決
定
）、http://w

w
w

8.cao.go.jp/chosei/koubun/kako_

kaigi/kakugikettei.pdf

（
参
照
二
〇
一
四
年
十
二
月
一
日
）。

（
21
）
前
掲
１
８
。

（
22
）
同
右
。

（
23
）「
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
等
の
適
切
な
保
存
の
た
め
に
必
要
な
措
置
に
つ
い
て

（
平
成
十
三
年
三
月
三
十
日
閣
議
決
定
）
の
実
施
に
つ
い
て
」（
平
成
十
三
年
三
月
三
十
日
各

府
省
庁
官
房
長
等
申
合
せ
、
平
成
十
七
年
六
月
三
十
日
改
正
）、http://w

w
w

8.cao.go.jp/

chosei/koubun/kako_kaigi/m
oushiaw

ase1.pdf 

及
び 

「
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公

文
書
等
の
適
切
な
保
存
の
た
め
に
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
（
平
成
十
三
年
三
月
三
十
日
閣
議
決

定
）
等
の
運
用
に
つ
い
て
」（
平
成
十
三
年
三
月
三
十
日
各
府
省
庁
文
書
課
長
等
申
合
せ
、
平

成
十
七
年
六
月
三
十
日
改
正
）、http://w

w
w

8.cao.go.jp/chosei/koubun/kako_kaigi/

m
oushiaw

ase2.pdf

（
参
照
二
〇
一
四
年
十
二
月
一
日
）。

（
24
）
第
二
期
に
お
け
る
国
立
公
文
書
館
へ
の
文
書
移
管
は
、
毎
年
度
、
そ
の
年
度
に
保
存
期
間
が

満
了
す
る
文
書
の
う
ち
、
移
管
す
る
文
書
を
移
管
計
画
に
よ
っ
て
定
め
、
翌
年
度
に
移
管
す
る

方
式
を
と
っ
て
い
た
。本
項
で
い
う
移
管
計
画
年
度
と
は
、移
管
計
画
を
策
定
し
た
年
度
を
指
す
。

例
え
ば
、
平
成
二
十
二
年
度
に
移
管
さ
れ
た
文
書
の
移
管
計
画
年
度
は
、
平
成
二
十
一
年
度
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

（
25
）「
人
事
院
行
政
文
書
管
理
規
程
」（
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
事
務
総
長
達
甲
第
二
号
）、

http://w
w

w
.jinji.go.jp/koubunsyokanri/kitei.pdf

（
参
照
二
〇
一
四
年
十
二
月
一
日
）。

（
26
）
各
行
政
機
関
の
行
政
文
書
管
理
規
則
は
、「
行
政
文
書
の
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
平

成
二
十
三
年
四
月
一
日
内
閣
総
理
大
臣
決
定
）
を
踏
ま
え
て
制
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
別
表
第
２
で
具
体
的
な
移
管
・
廃
棄
の
判
断
指
針
と
し
て
示
さ
れ
て
い

る
項
目
数
は
二
二
で
あ
る
が
、
人
事
院
で
は
、
人
事
院
独
自
の
業
務
に
関
す
る
四
つ
の
項
目
を

追
加
し
た
移
管
基
準
を
制
定
し
て
い
る
。

（
27
）『
改
訂
　
逐
条
解
説
　
公
文
書
管
理
法
・
施
行
令
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
。

（
公
文
書
専
門
官
）


